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盛岡○○○ 

も  

   

１ 地域名の表示とその理由 

① 地域名表示 

② その理由 

 ・盛岡駅（北東北の玄関口） 

 ・盛岡市（県庁所在地）中心の広域生活圏 

 ・盛岡広域振興局（岩手県の組織） 

 ・盛岡・八幡平広域観光圏として取組 

 ・民間会社の支店名等に広く使用 

 

「盛岡」 
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２ 対象となる市町村 

岩手県 

 盛岡市 

 八幡平市 

 滝沢村 

 紫波町 

 矢巾町  

３ 一定のまとまりのある地域である理由 

・盛岡広域圏としての日常
生活の共有 

・人々の交流が互いに活発 

・観光面 

 盛岡・八幡平広域観光圏
として連携した取組を行っ
ている。 
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４ 地域住民の具体的なニーズ 

（１）住民アンケートの結果 

  市町村 賛成 現状のまま その他 

盛岡市 65.1％ 28.1％ 6.8％ 

八幡平市 

（自動車ユーザー） 

47.9％ 

（50.5％） 

50.1％ 

（47.6％） 

2.0％ 

（1.9％） 

滝沢村 51.3％ 44.9％ 3.8％ 

紫波町 52.9％ 16.6％ 28.6％ 

矢巾町 50.5％ 41.7％ 7.8％ 

（２）商工団体と連携した取組 
 
・盛岡ナンバー導入推進協議会の設立 
・５市町村，５商工団体が連携 

〔写真〕谷藤盛岡市長と
元持盛岡商工会議所会頭
から中村岩手県政策地域
部長に要望書を手交す
る。 
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５ 位置付けや活用方策 

①現状と課題 
・人口減少、少子高齢化の著しい地方社会において、 
 地域の活性化を図るため、地域資源を生かした観光 
 振興への取組が課題である。 
・岩手県は東日本大震災の復興が喫緊の課題であり、 
 県内市町村が連携して取り組んでいる。 
 
②期待される効果 
・知名度向上による対外的効果 
・交流人口の拡大や定住の促進 
・震災復興 
 
③具体的な活用策 
・盛岡ナンバーフォトコンテスト 
・全国トラックキャラバン 

観光の課題 

 東北都道府県別入込客数（延べ人数） 

出典 岩手県「いわての観光統計」 

青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 

22年度 53,393 27,870 52,160 44,305 55,883

23年度 46,820 23,849 39,331 29,386 38,774 33,174
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東北都道府県別入込客数 
単位：千人回 

他県と比べ，入
込客数が少な
い。 
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観光の連携した取組 

 盛岡・八幡平広域観光圏整備計画の推進 

 ①国の認定 

 ・23年4月認定 

 ・4市7町1村で構成する観光圏 

  （岩手県の県都盛岡を中心とした盛岡広域圏8市町村、   

   隣接する宮古市、岩泉町、秋田県鹿角市、小坂町） 

 ②自然・景観 

 ・雄大な自然広がる十和田八幡平国立公園 

 ・リアス式海岸で有名な三陸復興国立公園 

 ・貴重な高山植物の宝庫である早池峰国定公園 

 ③スポーツ 

 ・マリンスポーツやスキー、スケート等のウィンタースポーツ、 

  登山やトレッキング、ゴルフなど、四季を通してスポーツを 

  楽しむことができます。 

 ④温泉 
 ・つなぎ温泉、鶯宿温泉、八幡平温泉郷、松川温泉、大湯温泉、 
  藤七温泉、湯瀬温泉などの有名な温泉地のほか、各地に小さな 
  温泉場が点在し、古くから湯治場として親しまれています。 
 

 ⑤観光地 
 ・城下町としての街並みや建造物、美術館、博物館、科学館、 
  偉人顕彰館、鍾乳洞、鉱山跡を利用した観光地やお祭などもあり、 
  地域でそれぞれの資源を活かした観光を展開しています。 
 

 ⑥取り組み 
 ・広域での連携をさらに強め、「自然」、「食」、「温泉」、 
  「歴史・文化」、「スポーツ」そして「家族や仲間」をテーマ  
  に、旅行商品思い出作りとなるようなメニューを提供して、 
  一度訪れた家族や仲間がリピーターとなって再びこの観光圏を 
  訪れたくなるような体験・実践型滞在観光を展開を目指してい 
  ます。 
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観光資源（１） 

豊富な伝統行事  チャグチャグ馬コ   残したい日本の音風景100選 

（滝沢村、盛岡市、矢巾町） 

豊富な伝統行事 盛岡さんさ踊り 世界有数の太鼓パレード 

（盛岡市ほか） 
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観光資源（２） 

 雄大な自然と景観   

春の岩手山 

夏の八幡沼 

焼走り熔岩流 

秋の八幡平 

観光資源（３） 

 冬の観光 

（安比高原スキー場／八幡平市） 

（全国でも珍しい女性の平笠裸参り／八幡平市） （スミ付けまつり／矢巾町） 

（紫波冬まつり／紫波町） 
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観光資源（４） 

 温泉 

（ラ・フランス温泉館／紫波町） 

（相の沢温泉／滝沢村） （八幡平温泉郷／八幡平市） 

（矢巾温泉／矢巾町） 

観光資源（５） 

 体験型の観光 

    

 

（わんこそば／盛岡市） 

（農業体験うわのりんご園／滝沢村） （徳丹城跡、歴史民俗資料館／矢巾町） 

（紫波フルーツパーク／紫波町） 
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（取組1）盛岡ナンバーフォトコンテスト 

    ・ 盛岡ナンバー導入促進 

・ 郷土への愛着心の向上 

・ 定住の促進 

（取組2） 全国トラックキャラバン 

     

 

・ 長距離トラックにラッピング 

・ 岩手・盛岡のＰＲ 

・ 全国からのトラック目撃の情報提供者に、抽選で地元特産品の進呈など 
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波及効果 

ご当地ナンバー導入５市町村 

盛岡広域８市町村 

ご当地ナンバーの導入 

知名度の向上 

交流人口の拡大 

盛岡・八幡平広域観光圏 

東日本大震災からの復興 三陸復興国立公園 

 学んで、触れ合って、感動して 

  「三陸復興国立公園」へ行こう！ 
・創設 平成２５年５月 

・青森県八戸市～岩手県沿岸～宮城県女川町 

・自然の恵みを活用する（北部の豪壮な大断崖、南部の優雅なリアス式海岸） 

・自然の脅威を学ぶ（防災教育） 

・観光事業の再開 

 

〔写真〕環境省ＨＰ 

 三陸復興国立公園 

 鵜の巣断崖（左） 

 浄土ケ浜（右） 
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【参考資料】 

岩手県盛岡市（もりおかし） 

岩手県の県庁所在市，中核市 

北東北の交流拠点 

人口   292,780人  

面積 886.47k㎡ 

主な祭り，イベント 

・盛岡さんさ踊り 

・盛岡秋まつり山車 

・チャグチャグ馬コ 

 
市の花「カキツバタ」 

岩手県八幡平市（はちまんたいし） 

 

北東北の中心に位置し、豊かな自 

然と交通の利便性に優れた都市 

人口   28,704人  

面積 862.25k㎡ 

主な祭り，イベント 

・岩手山焼走りマラソン全国大会 

・八幡平・安比ゆきフェスティバル 

・イーハトーブトライアル大会 

市の花「リンドウ」 
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岩手県滝沢村（たきざわむら） 

 平成26年1月1日滝沢市誕生 

 『人口日本一の村』から『住民自治日
本一の市』を目指す 

人口   54,184人  

面積 182.32k㎡ 

主な祭り，イベント 

・チャグチャグ馬コ 

・岩手山麓工房フェスタ 

・岩手雪まつり 
村の花「ヤマユリ」 

岩手県紫波町（しわちょう） 

住民，企業，行政の協働，連携に 

よる循環型のまちづくり 

 
人口   34,034人  

面積 239.03k㎡ 

主な祭り，イベント 

・紫波夏まつり 

・フルーツの里まつり 

・産業まつり 
町の花「桔梗」 
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岩手県矢巾町（やはばちょう） 

 人口   26,720人  

面積 67.28k㎡ 

主な祭り，イベント 

・スミ付けまつり 

・菜の花・ひまわり観賞 

・徳丹城春まつり 

  

町の花「ゆり」 



平泉ナンバー



平泉ナンバーの実現を！平泉ナンバーの実現を！
～世界遺産「平泉」を核とした地域づくりを目指して～～世界遺産「平泉」を核とした地域づくりを目指して～

岩手県
期日 平成25年７月26日（金）

岩手県
一関市、奥州市、金ケ崎町、平泉町



１．地域名の表示とその理由

○「平泉」を地域名表示とする理由

○地域名表示：「平泉」

○「平泉」を地域名表示とする理由

・岩手県南部のこの地域は、およそ800年
前に藤原三代により築かれた黄金文化前に藤原三代により築かれた黄金文化、
浄土思想の世界遺産「平泉」の地として
全国的にも知られております。

岩手県岩手県

全国的にも知られており す。

・当時、「平泉」の支配力は広範囲に及び
ましたが、少なくともこの地域はその中 平泉ナンバーの

導入を目指す地域

核を形成していたとされております。

・対象地域の各地に平泉ゆかりの遺跡が数

導入を目指す地域

多く所在しており、世界遺産「平泉」の
文化遺産を核とした地域づくりを推進し
ている当地域にふさわしい名称ですている当地域にふさわしい名称です。

１



２．地域住民の具体的なニーズの状況
○署名活動（平成23年9月～平成24年３月実施）

・12万4374人の署名12万4,374人の署名

⇒「平泉ナンバー」の早期実現を熱望

※圏域内100616人（圏域内人口27万2千人）※圏域内100,616人（圏域内人口27万2千人）

圏域外 23,758人

○住民 調査（平成 年 月 月実施）○住民アンケート調査（平成25年4月～5月実施）
・回答者の過半数を大きく超える多数の方々が賛同

ケ ト調査結果＜アンケート調査結果＞
全体 賛成 2,631人（87.9％）

２
※「どちらとも言えない」及び「未回答」を除く



３．地域振興・観光振興の中での「ご当地
ナ バ 位置付け 活用方策①ナンバー」の位置付け、活用方策①

○交通安全意識の普及・啓発○交通安全意識の普及 啓発

運転者一人ひとりが「平泉」の広告塔

象 警察 交通 全 会 携⇒対象地域内の警察署や交通安全協会と連携し、

交通安全意識の普及・啓発を図り、運転マナー

の向上を目指します。

３



３．地域振興・観光振興の中での「ご当地
ナ バ 位置付け 活用方策②ナンバー」の位置付け、活用方策②

○地域間連携の強化

各地に世界遺産への追加・拡張登録を目指す遺跡

をはじめ 平泉ゆかりの遺跡が多数所在をはじめ、平泉ゆかりの遺跡が多数所在

⇒「平泉ナンバー」を世界遺産「平泉」を核とし

象た地域づくりの象徴として位置づけ、地域間連

携の強化を目指します。 平泉の文化遺産、平泉ゆかりの遺跡

中尊寺
毛越寺
観自在王院跡
無量光院跡白鳥舘遺跡

鳥海柵跡

無量光院跡
金鶏山
柳之御所遺跡
達谷窟

骨寺村荘園遺跡

白鳥舘遺跡
長者ケ原廃寺跡柳之御所遺跡達谷窟

４

骨寺村荘園遺跡

骨寺村荘園遺跡 白鳥舘遺跡 長者ケ原廃寺跡 鳥海柵跡



３．地域振興・観光振興の中での「ご当地
ナ バ 位置付け 活用方策③

○走る広告塔

ナンバー」の位置付け、活用方策③

世界遺産「平泉」を全国に広く発信

⇒観光振興による地域の発展を目指すとともに⇒観光振興による地域の発展を目指すとともに、

「平泉」の名のもとに平泉の文化を永く守り伝え

ていきます。

５
毛越寺浄土庭園 無量光院跡 金色堂内陣



４．その他①

○原付バイク等オリジナルナンバープレート

平成 年 月 ら 対象地域 市 世平成25年７月１日から、対象地域の４市町で世
界遺産「平泉」をイメージした統一デザインによ
原動機付自転車等 交付をる原動機付自転車等のナンバープレートの交付を
開始するなど、「平泉ナンバー」の実現に向け、
地域住民 機運 高まりを見 ます地域住民の機運は高まりを見せています。

６



４．その他②

○世界遺産平泉の日

岩手県民 世界 誇 き財産 あ 世界遺岩手県民が世界に誇るべき財産である、世界遺
産「平泉」について、理解と関心をさらに深め、
後 引き継ぎ 界遺産「平泉 を核 た地後世に引き継ぎ、世界遺産「平泉」を核とした地
域づくりを強く進めるため、岩手県としての記念

「世界遺産平泉 （ 月 ※世界日として「世界遺産平泉の日」（６月29日※世界
遺産登録一覧表に「平泉」が登載された日）の実
現 向けた取り組 が始ま おります現に向けた取り組みが始まっております。

７



４．その他③

○東北復興平泉宣言

平成 年 月 平泉平成23年７月に、平泉の
理念や復興への決意を盛り

「東北復興平泉宣込んだ「東北復興平泉宣
言」を岩手県知事が発表し
ま たました。

「平泉ナンバー」の実現は、
東日本大震災からの復興に
も寄与するものと確信して
おります。

８



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ご当地ナンバー（第２弾）審査会」参考資料 

平泉ナンバーを実現させる会の取り組み経過（主なもの） 

平成 23 年１月 28 日 平泉ナンバーを実現させる会設立総会・決起大会 

参加者約350人 

平成 23年 ５月 18日 平成 23年度平泉ナンバーを実現させる会総会 

平成 23年 ７月 １日 国土交通大臣、国土交通副大臣に要望書を提出 

平成 23年 ９月 14日  平泉ナンバーの実現を目指す10万人署名活動（街頭署名）開始 

平成 24年 １月 １日  

～  １月 ２日 

初詣客を対象とした10万人署名活動の実施 

平成 24年 ３月 22日 10万人署名達成に伴う記者会見 

平成 24年 ３月 27日 国土交通大臣へ平泉ナンバーの実現を目指す10万人署名簿提出 

（最終署名獲得総数12万 4,374人） 

平成 24年 ４月 25日 平成 24年度平泉ナンバーを実現させる会総会 

平成 24年 10月 22日 原動機付自転車等のナンバープレートのデザイン公募に関する記者

会見 

平成 24年 11月 １日 

    ～11月 30日 

原動機付自転車等のナンバープレートのデザイン公募受付 

（応募総数125点） 

平成 25年 １月 18日 原動機付自転車等のナンバープレートデザイン選考委員会開催 

平成 25年 ４月 22日 

 

平成25年度平泉ナンバーを実現させる会総会及び原動機付自転車等

のナンバープレートデザイン発表 

平成 25年 ４月 23日 

～５月12日 

平泉ナンバー導入に関するアンケート調査実施 

平成 25年 ６月 ６日 岩手県へ平泉ナンバー導入に関する要望書提出 

平成 25年 ７月 １日 原動機付自転車等のオリジナルナンバープレート交付開始 

 

平泉ナンバーの実現に向けて 

平泉ナンバーの実現に向けては、一関市、奥州市、金ケ崎町、平泉町の岩手県南 4 市町の商工団

体、観光団体、行政の19団体で構成する「平泉ナンバーを実現させる会」（会長 宇部貞宏一関商

工会議所会頭）を組織し、官民一体となって実現に向けた取り組みを行っております。 

平成23年 1月  

平泉ナンバーを実現させる会  

設立総会・決起大会 

平成 24年 3月  

津川国土交通大臣政務官へ 

10万人署名簿を提出 

アンケートの調査結果 
【１】調査項目 

居住地、年齢、性別、免許保有、導入に対する賛否、地域振興・観光振興への効果について 

【２】実施方法 

・自動車通勤者が多い事業所等へ郵送調査 

・市役所等の公共施設での調査 

・イベントなどを活用した街頭調査 

【３】 調査結果 
 アンケート回収数 3,948人（導入４市町の住民回答数） 

 ①性別              ②居住地 

    

 ③年代                         

    

④免許の有無            

  

⑤導入に対する賛否 

 
⑥地域振興・観光振興への効果 

 

「平泉ナンバーを実現させる会」の構成団体 

一関商工会議所、奥州商工会議所、前沢商工会、金ケ崎町商工会、平泉商工会、財団法人一関観光協会、花泉観光協会、

大東観光物産協議会、千厩町観光協会、東山町観光協会、室根山観光協会、藤沢町観光協会、社団法人奥州市観光物産

協会、金ケ崎町観光協会、社団法人平泉観光協会、一関市、奥州市、金ケ崎町、平泉町 

平成 25年６月 

中村岩手県政策地域部長へ 

要望書提出 

参考：「どちらとも言えない」と「未回答」を除

いた2,993件の内訳 

参考：「どちらとも言えない」と「未回答」を除

いた3,193件の内訳 



郡山ナンバー



対象地域のバランス

H18.10.10 ～ 会津ナンバー導入による観光、地域振興

H23. 3.11 東日本大震災(死者3,253人、避難者約15万人)

H26年度～ 県内経済の中心地「郡山」ナンバー導入による地域経済活性化、復興加速

郡山
ナン
バー
導入
後

【福島ナンバー】
■人 口：８５６，７４４人
■自動車：３９４，４８６台

【福島ナンバー】
■人 口：１，１８３，７４２人
■自動車： ５５８，３３１台

【会津ナンバー】
■人 口：２８２，７３１人
■自動車：１２４，９４７台

【会津ナンバー】
■人 口：２８２，７３１人
■自動車：１２４，９４７台

【いわきナンバー】
■人 口：４８３，１２２人
■自動車：２３４，５０３台

【いわきナンバー】
■人 口：４８３，１２２人
■自動車：２３４，５０３台

【郡山ナンバー】
■人 口：３２６，９９８人
■自動車：１６３，８４５台

１



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

郡山市の概要と特性

郡山市は、高速交通網の拠点として、「人」「モノ」「情報」が集まる「経済県都」で
あり、平成9年には、東北地方ではじめて、中核市に移行。
地方分権を先導する総合的なまちづくりを進めております。

○人 口 ：３２７，６４７人 66位/789市 （平成２５年６月１日現在）

○商業販売額 ：1兆4,913億9,364万円（平成19年商業統計調査：東北地方の市町村で第2位）
○製造品出荷額等：8,017億2,761万円（平成22年工業統計調査：東北地方の市町村で第3位）
○市域面積 ７５７．０６ｋ㎡ （一部猪苗代湖含む） 61位/789市

◇大正１３年９月１日 市制施行

◇平成９年４月１日 中核市移行（東北初）
～福島県の経済県都・中核市としての発展～

郡山市は、昭和の大合併により、安積郡の９町村（安積町・三穂田村・逢瀬村・

片平村・喜久田村・日和田町・富久山町・湖南村・熱海町）、田村郡３町村（田村町・西田

村・中田村）と広域大合併し、誕生した全国でも有数の広域都市。

◇昭和４０年 合併

◇昭和39年 新産業都市の指定（常磐・郡山地区）

 

 

２ 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

◇アンケート調査結果について

地域住民のニーズについて

①調査期間

平成25年6月1日～12日まで

②対象者：20歳以上の市民

③調査実施方法
・往復はがき郵送
（無作為抽出の3,000名）

④調査結果
・回答者数：1,208人
・賛成者：815人
・現状のまま：393人
・賛成率：67.5％

●郡山商工会議所、郡山地区商工会広域
協議会からご当地ナンバー導入にかか
る要望書が提出されるとともに、アン
ケート調査においても導入を強く要望
する声が数多く寄せられた。

 

67.5%

32.5％

賛成

現状のまま

■「郡山」ナンバーの導入

について

３ 

ＷＥＢサイト、公共施設

等調査を含めた結果

67.5%

32.5％

賛成

現状のまま

■ 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

ご当地ナンバー“郡山”の位置づけ（効果）

（１）知名度の向上

■「走る広告塔」として、郡山市を県内外にＰＲ

 

４ 

 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

ご当地ナンバー“郡山”の位置づけ（効果）
（２）東日本大震災及び原子力災害からの復興加速

郡山市は、東日本大震災及び原子
力災害により、市民生活や産業・経済
などに大きな影響を受けました。
現在、復興に向けた各種施策に取り

組んでいますが、「郡山ナンバー」は
全国に向けて、「元気な郡山」をア
ピールすることができ、復興への加速
が図られます。

倒壊したビル

倒壊した郡山市役所屋上

原発事故発生後、他に先駆けて実
施した、学校の表土除去

放射線量の低減化を図るため
実施されている、通学路の道路
除染作業

 

５ 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

ご当地ナンバー“郡山”の位置づけ（効果）

（３）地域経済の活性化

「郡山ナンバー」
の導入により知名度
が高まることで、
一層の企業立地の推
進と地元企業の振興
が図られ、安定した
雇用の創出へとつな
がります。
これらにより、郡

山市のみならず、福
島県全域の経済の活
性化が図られます。

企業立地セミナー

西部第二工業団地

西部第一工業団地
（予定地）
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    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

ご当地ナンバー“郡山”の位置づけ（効果）
（４）運転マナーの向上

「郡山ナンバー」
の導入に伴い、
ドライバーの交通
安全上の意識を一
層高めることが可
能となり、運転マ
ナーの向上につな
がります。

 

７ 

うねめ祭り 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

ご当地ナンバー“郡山”の活用方策
（１）郡山市制施行９０周年・合併５０年記念事業との連携

平成26年は、郡山市制施行から90周年、昭和40年
の安積郡全町村（9町村）及び田村郡3町村の12町村と
の大合併から50年を迎える記念すべき年であり、半世
紀前に、他に例を見ない大規模な市町村合併を経験した
本市としては、
「郡山ナンバー」の
導入を「郡山市制施
行90周年・合併50
年記念事業」に位置
付けます。

 

８ 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

（２）観光施策の展開（その１）

旧郡山市

郡山市が有する猪苗代
湖・布引高原などの豊か
な自然や観光資源

ご当地ナンバー“郡山”の活用方策

郡山布引“風の高原”

開成山の桜
笹原川千本桜

千手院の種蒔桜

大安場史跡公園

紅枝垂地蔵桜

不動桜

磐梯熱海温泉の足湯

浄土松公園

猪苗代湖を望む風景

長橋の種蒔き桜

内出の桜

雪村桜

石筵ふれあい牧場

郡山カルチャーパーク
 

９ 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

0

（２）観光施策の展開（その２）

旧郡山市

ご当地ナンバー“郡山”の活用方策

つるりんこ祭り

湖まつり

高柴デコ祭り

柳橋歌舞伎富岡唐傘行燈花火

それぞれの地域に根ざ
した歴史・文化を伝える
祭りや伝統芸能

秋蛍

うねめ祭り

こどもまつり

秋まつり

萩姫祭り
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豊景神社の太々神楽 

音路の獅子舞 

糠塚の獅子舞 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

ご当地ナンバー“郡山”の活用方策
（２）観光施策の展開（その３）

ブランド
認証産品

郡山市の郡山ブランド産品として認証されて
いる農水産物や民工芸品などの特産品

張子「腰高とら」

三春駒
開運縁起繭（まゆ）ん子十二支

ブドウ蔓（つる）かご

張子のお面張子人形「羯鼓」

郡山産米「あさか舞」

うねめ牛

海老根伝統手漉（てすき）和紙阿久津曲がりねぎ布引高原大根御前人参

味宿場 郡山地酒探訪

郡山梨

鯉

奥州郡山
いやしの
福とんぼ
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    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

ご当地ナンバー“郡山”の活用方策
（２）観光施策の展開（その４）

 

12 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

会津若松

福島

白河
いわき

ご当地ナンバー“郡山”の活用方策
（３）高速道路網を活用した地域振興策の展開

郡山東ＩＣ

郡山ＩＣ

郡山南ＩＣ

（仮称）郡山中央スマートＩＣ
（平成２９年３月供用開始予定）

磐梯熱海ＩＣ

 

13 



    ご当地ナンバー “郡山”の導入に向けて   

 

福島県 郡山市 

 

ご当地ナンバー“郡山”

一体感の醸成と郷土愛の形成

郡山市内への定住促進

郡山市、さらには福島県全域のさらなる発展

郡山ナンバーの導入

観光施策の展開

地域経済の
活 性 化

知名度の
向 上

運転マナー
の 向 上

東日本大震災・
原子力災害から
の復興加速

郡山市制施行９０周
年・合併５０年記念
事業との連携

高速道路網を活用し
た地域振興策の展開
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うねめ祭り 


